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令和元年河川功労者表彰総括表

計団　体個　人事　　　　　　　　　　　　　　項

０００
第１号
歴史、文化活動又は芸術活動等により河川文化の発展に寄与し功績
があった場合

２７２２５

第２号
河川の整備や管理に関連する諸活動を通じ、河川災害の防止、水資
源の開発、河川環境の整備や保全、流域内の合意形成に貢献し功績
があった場合

１１３８
第３号
水防活動、水害時の人命救助、防災体制の整備・充実又は災害の早
期発見と迅速な情報伝達等に功績があった場合

３６３４２第４号
河川の自然保護・環境学習・河川愛護等の活動に功績があった場合

２１０２１
第５号
河川や水に関する学術的研究又は技術開発に従事し、河川の整備・
管理、利用等に役立つ成果をおさめる功績があった場合

４４０
第６号
河川の利用を通じた産業の振興、地域の活性化等により新しい文化
の創造に功績があった場合

０００
第７号
河川や水の分野において国際的な活躍又は外国との交流・連携の深
化に功績があった場合

０００
第８号
本会の発展に顕著な貢献をする等、特に表彰が必要と認められた場
合

９９４３５６合　　　　　　　　　　　　　　計
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令和元年河川功労者表彰者名簿

第２号　河川の整備や管理に関連する諸活動を通じ、河川災害の防止、水資源の開発、河川環境の整備や保
全、流域内の合意形成に貢献し功績があった場合

（個人２５）

住　　所功　績　等職　　業氏　　名

青森県弘前市
昭和５３年から長年にわたり、岩木川水系平川平川第一排水樋管の水門等
水位観測員として、施設の点検整備を定期的に行い、かつ洪水時におい
ては昼夜を問わず速やかな操作を行うなど、災害の軽減に貢献された。

農 業 小  村  勝  康 
こ むら かつ やす

宮城県登米市
昭和５３年から長年にわたり、北上川水系北上川大玉排水樋管の水門等水
位観測員として、施設の点検整備を定期的に行い、かつ洪水時において
は昼夜を問わず速やかな操作を行うなど、災害の軽減に貢献された。

農 業 三  王  茂  男 
さん のう しげ お

宮城県大崎市
昭和４８年から長年にわたり、鳴瀬川水系鳴瀬川桜舘排水樋管の水門等水
位観測員として、施設の点検整備を定期的に行い、かつ洪水時において
は昼夜を問わず速やかな操作を行うなど、災害の軽減に貢献された。

農 業 小  沢  茂  勝 
お ざわ しげ かつ

宮城県大崎市
昭和４８年から長年にわたり、鳴瀬川水系多田川谷地排水樋管の水門等水
位観測員として、施設の点検整備を定期的に行い、かつ洪水時において
は昼夜を問わず速やかな操作を行うなど、災害の軽減に貢献された。

農 業 黒  木  隆  二 
くろ き りゅう じ

宮城県大崎市
昭和５３年から長年にわたり、鳴瀬川水系鳴瀬川城野排水樋管の水門等水
位観測員として、施設の点検整備を定期的に行い、かつ洪水時において
は昼夜を問わず速やかな操作を行うなど、災害の軽減に貢献された。

農 業 沼  舘  　  功 
ぬま だて 　 いさお

山形県米沢市
昭和４８年から長年にわたり、最上川水系最上川窪田第６排水樋管の水門
等水位観測員として、施設の点検整備を定期的に行い、かつ洪水時にお
いては昼夜を問わず速やかな操作を行うなど、災害の軽減に貢献された。

農 業 佐  藤  茂  左  エ  門 
さ とう も ざ え もん

福島県郡山市
昭和５２年から長年にわたり、阿武隈川水系阿武隈川清水の上樋管の水門
等水位観測員として、施設の点検整備を定期的に行い、かつ洪水時にお
いては昼夜を問わず速やかな操作を行うなど、災害の軽減に貢献された。

自 営 業 榎  本  信  幸 
えの もと のぶ ゆき

福島県いわき市
平成１２年から１８年間、仁井田川水系河川改良促進期成同盟会の副会長及び
会長を歴任し、国・県への要望活動を積極的に行い、長年の悲願であった仁
井田川（横川）への水門設置や堤防の嵩上げ補強等事業の実現に貢献された。

農 業 松  崎  仙  助 
まつ ざき せん すけ

福島県本宮市
昭和５２年から長年にわたり、阿武隈川水系阿武隈川本宮第３１樋管、本宮第３２樋
管の水門等水位観測員として、施設の点検整備を定期的に行い、かつ洪水時に
おいては昼夜を問わず速やかな操作を行うなど、災害の軽減に貢献された。

自 営 業 菅  野  　  奬 
かん の 　 すすむ

福島県本宮市
昭和５２年から長年にわたり、阿武隈川水系阿武隈川本宮第５樋管の水門
等水位観測員として、施設の点検整備を定期的に行い、かつ洪水時にお
いては昼夜を問わず速やかな操作を行うなど、災害の軽減に貢献された。

― 小  林  勝  廣 
こ ばやし かつ ひろ

福島県本宮市
昭和５２年から長年にわたり、阿武隈川水系阿武隈川本宮第２９樋管、本宮第３０樋管、
本宮第４５樋管の水門等水位観測員として、施設の点検整備を定期的に行い、かつ洪
水時においては昼夜を問わず速やかな操作を行うなど、災害の軽減に貢献された。

自 営 業 佐  藤  脩  一 
さ とう しゅう いち

福島県本宮市
昭和５２年から長年にわたり、阿武隈川水系阿武隈川本宮第２２樋管、本宮第２３樋管、
本宮第２４樋管の水門等水位観測員として、施設の点検整備を定期的に行い、かつ洪
水時においては昼夜を問わず速やかな操作を行うなど、災害の軽減に貢献された。

自 営 業 武  田  康  義 
たけ だ やす よし

福島県会津坂下町
平成４年から長年にわたり、阿賀野川水系阿賀川宇内第一排水樋管の水
位観測員として、施設の点検整備を定期的に行い、かつ洪水時において
は昼夜を問わず速やかな操作を行うなど、災害の軽減に貢献された。

会 社 員 吉  田  美  芳 
よし だ み よし

新潟県新潟市
平成５年から長年にわたり、信濃川右支川覚路津大通川覚路津水門の操
作員として、施設の点検整備を定期的に行い、かつ洪水時においては昼
夜を問わず速やかな操作を行うなど、災害の軽減に貢献された。

会 社 員 稲  垣  　  学 
いな がき 　 まなぶ

富山県黒部市
平成１６年から黒部市長として河川関係事業の充実、予算の確保に向け、要望活動に参加さ
れるとともに、平成１９年から富山県河川海岸協会副会長、平成２３年からは同会長として協
会活動を推進し、富山県の河川海岸関係事業の促進、河川愛護思想の普及に貢献された。

前 黒 部 市 長 堀  内  康  男 
ほり うち やす お

長野県泰阜村
平成６年泰阜村長に就任以来、平成２３年から長野県河川協会副会長に、平成２７年から
は同会長として、安全で安心して暮らせる地域づくり実現のため昼夜を問わず治水
事業の促進に積極的に取り組み、地域住民の安全・安心の確保に貢献された。

前 泰 阜 村 長 松  島  貞  治 
まつ しま てい じ

岐阜県岐阜市
平成１４年の岐阜市長就任後、木曽三川改修工事促進期成同盟会会長、中部
直轄河川治水期成同盟会連合会会長、全国治水期成同盟会連合会副会長と
して、長良川流域及び全国の河川の治水対策事業の促進に貢献された。

前 岐 阜 市 長 細  江  茂  光 
ほそ え しげ みつ

岐阜県海津市
平成３年から長年にわたり、木曽川水系揖斐川津屋川水門の操作員とし
て施設の管理・操作に従事し、点検整備を定期的に行い、かつ洪水時にお
いては昼夜を問わず速やかな操作を行うなど、災害の軽減に貢献された。

土地改良区職員 伊  藤  　  浩 
い とう 　 ひろし
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住　　所功　績　等職　　業氏　　名

岐阜県海津市
平成３年から長年にわたり、木曽川水系揖斐川津屋川水門の操作員とし
て施設の管理・操作に従事し、点検整備を定期的に行い、かつ洪水時にお
いては昼夜を問わず速やかな操作を行うなど、災害の軽減に貢献された。

自 営 業 中  島  貞  彦 
なか しま さだ ひこ

岐阜県海津市
平成３年から長年にわたり、木曽川水系揖斐川岡谷第二排水樋管の操作員
として施設の管理・操作に従事し、点検整備を定期的に行い、かつ洪水時に
おいては昼夜を問わず速やかな操作を行うなど、災害の軽減に貢献された。

会 社 員 中  島  正  光 
なか しま まさ みつ

岐阜県海津市
平成６年から長年にわたり、木曽川水系揖斐川河原崎排水樋管の操作員と
して施設の管理・操作に従事し、点検整備を定期的に行い、かつ洪水時に
おいては昼夜を問わず速やかな操作を行うなど、災害の軽減に貢献された。

会 社 員 中  村  文  義 
なか むら ふみ よし

三重県紀宝町
平成１５年から長年にわたり、新宮川水系相野谷川鮒田第４樋門及び鮒田
西陸閘の操作に従事し、過去幾多の洪水における正確かつ迅速な操作の
遂行により洪水被害の防御に貢献された。

農 業 瀬  古  浩  之 
せ こ ひろ ゆき

福井県福井市
平成１１年から長年にわたり、九頭竜川水系芳野川樋門の操作員として施
設の管理・操作に従事し、点検整備を定期的に行い、かつ洪水期におい
ては昼夜を問わず速やかな操作を行うなど、災害の軽減に貢献された。

― 黒  川  修  二 
くろ かわ しゅう じ

徳島県藍住町
昭和５８年から長年にわたり、吉野川水系正法寺川「正法寺川排水機場」の看守員
として機器の点検や清掃を行い機能の維持に努めるとともに、洪水時には昼夜を
問わず水位を計測し、樋門や排水機の操作を行い、浸水被害の軽減に貢献された。

農 業 佐  川  孝  志 
さ がわ たか し

徳島県藍住町
平成６年から長年にわたり、吉野川水系前川「前川救急排水機場」の看守員とし
て機器の点検や清掃を行い機能の維持に努めるとともに、洪水時には昼夜を問
わず水位を計測し、樋門や排水機の操作を行い、浸水被害の軽減に貢献された。

農 業 中  野  照  弘 
なか の てる ひろ

（団体２）

住　　所功　績　等名　　　称

栃木県日光市
平成8年設立以来、銅山の煙害で荒廃した足尾の山の緑化活動に取り組むととも
に、水循環系を中心とした環境問題に関する調査研究、講習会・研究会を開催し、
渡良瀬川に清流を取り戻す水循環の健全化、河川愛護活動等に貢献された。

特 定 非 営 利 活 動 法 人
足 尾 に 緑 を 育 て る 会

長野県木祖村
平成21年設立以来、木曽川源流の水木沢天然林において、ヤマトイワナの保護活動や林道
整備を実施し、また、水木沢天然林に隣接する「床並の滝」において、草刈り・植樹・雑
木伐採など水源地域の環境整備を実施し、河川環境の保全と水循環の健全化に貢献された。

 水  木  沢 天然林・ 床  並 の滝を守る会
みず き ざわ とこ なみ

第３号　水防活動、水害時の人命救助、防災体制の整備・充実又は災害の早期発見と迅速な情報伝達等に功
績があった場合

（個人８）

住　　所功　績　等職　　業氏　　名

岐阜県岐阜市
平成５年に岐阜市方県水防団に入団以来、平成２２年に分団長、平成２９年に副団長として、長年にわた
り水防団員として活動するとともに、水害から地域住民の生命・財産を守るため、被害の防止と軽減に尽力
し、地域住民に対して啓発活動を行い、水害の恐ろしさと水防活動の重要性を伝えるなどの貢献をされた。

会 社 員 酒  井  孝  士 
さか い たか し

岐阜県笠松町
平成１０年に木曽川右岸地帯水防事務組合米野水防団に入団以来、平成２３年同副団長、平成２８年同
団長として長年にわたり水防活動及び団員の指導育成に尽力され、平成２３年の台風１５号、平成３０年
７月の前線豪雨による出水の際には管内の巡視など水防活動を実施、水防思想の高揚に貢献された。

会 社 員 岩  井  邦  夫 
いわ い くに お

静岡県浜松市
平成８年に浜松市水防団浜北西分団に入団以来、平成２１年より分団長、平成２４年
より副団長を歴任され、長年にわたり水防活動及び豊富な知識と卓越した指導力
により後進の育成に努めるなど、地域住民の生命と財産の安全確保に貢献された。

会 社 員 鎌  倉  時  広 
かま くら とき ひろ

大阪府大阪市
昭和５４年に淀川右岸水防事務組合水防団淀川第３水防区に入団以来、平成１５年より同分団長
として長年にわたり水災防御の第一線で活躍するとともに、豊富な経験と卓越した指導力により、団
員の指導育成と水防組織の充実強化に努め、地域住民の生命と財産の安全確保に貢献された。

会 社 員 西  川  光  明 
にし かわ みつ あき

大阪府大阪市
昭和５２年に淀川左岸水防事務組合水防団豊崎水防区に入団以来、平成２２年より同水防団分団
長として長年にわたり水災防御の第一線で活躍するとともに、豊富な経験と卓越した指導力により、
団員の指導育成と水防組織の充実強化に努め、地域住民の生命と財産の安全確保に貢献された。

― 元  山  隆  良 
もと やま たか よし

大阪府八尾市
昭和５０年に大和川右岸水防事務組合八尾分団に入団以来、平成２６年より同分団長として長
年にわたり水災防御の第一線で活躍するとともに、豊富な経験と卓越した指導力により、団員
の指導育成と水防組織の充実強化に努め、地域住民の生命と財産の安全確保に貢献された。

― 脇  田  哲  夫 
わき た てつ お
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住　　所功　績　等職　　業氏　　名

愛媛県宇和島市
平成３０年７月豪雨で発生した二級河川河内川の氾濫により、自宅付近が床
上浸水する中、高月氏親子は勇敢で機転の利いた救助活動により、取り残
されていた１歳の女児及び８２歳の女性を救い出し、人命救助に貢献された。

地 方 公 務 員
学 生

 高  月  　  明 
たか つき 　 あきら

 高  月  　  諒 
たか つき 　 りょう

愛媛県大洲市
昭和４９年に大洲市消防団に入団以来、平成２４年から同消防団長として長年にわたり大洲市
の防災活動の啓発・指揮にあたり、平成１７年台風１４号の記録的出水においては、有事即応
体制を徹底し、肱川の堤防決壊を回避するなど、肱川流域の水防活動に貢献された。

元大洲市消防団長 中  川  一  夫 
なか がわ いち お

（団体３）

住　　所功　績　等名　　　称

京都府京丹波町
平成３０年７月豪雨において、早朝の巡回監視の際に、由良川水系上乙見川の水位の上昇
から危険を察知し、避難誘導を開始。土石崩れにより孤立する中で、住民の命を守ると
ともに避難路を切り拓き避難所まで無事に誘導するなど、被害の軽減に貢献された。

京 丹 波 町 消 防 団
和 知 支 団　 第 ２ 分 団

大阪府大阪市
平成３０年９月の台風２１号の際、大阪湾ではこれまでの最高潮位（第２室戸台
風（昭和３６年））を超過したが、淀川に設置された防潮扉堤鉄扉（陸閘）の
適切な操作により、大阪市内の高潮による浸水被害の回避に貢献された。

淀 川 右 岸 水 防 事 務 組 合

大阪府枚方市
平成３０年９月の台風２１号の際、大阪湾ではこれまでの最高潮位（第２室戸台
風（昭和３６年））を超過したが、淀川に設置された防潮扉堤鉄扉（陸閘）の
適切な操作により、大阪市内の高潮による浸水被害の回避に貢献された。

淀 川 左 岸 水 防 事 務 組 合

第４号　河川の自然保護・環境学習・河川愛護等の活動に功績があった場合

（個人２）

住　　所功　績　等職　　業氏　　名

滋賀県守山市
平成２１年から「宮城川で川遊びをしよう」というイベントを自ら企画・運営し、河川
親水活動を通じた地域の和と絆づくりを行うとともに、ホタルを通じた親子向けの環
境学習等を実施し、自然保全活動の理解の醸成、河川愛護・環境の保全に貢献された。

― 下  田  義  春 
しも だ よし はる

香川県丸亀市
昭和５４年から丸亀市淡水漁業組合長、平成５年から土器川生物研究会会長と
して、河川環境の保全に資する生物調査や生育環境の創生、維持管理、環境
学習やイベントに参画・協力され、地域全体の河川環境の保全に貢献された。

団 体 役 員（故） 宮  崎     武 
みや ざき   たけし

（団体３４）

住　　所功　績　等名　　　称

北海道鹿追町
平成２０年の設立以来、市民団体と協働した川づくり事業推進に向け、親
水施設の草刈りや清掃活動、環境整備に積極的に取り組むなど、河川愛
護活動に貢献された。

然 別 川 の 環 境 を 守 る 会

岩手県滝沢市
平成１９年に設立以来、滝沢市内の諸葛川において、桜並木の管理や草刈りの
作業を行うとともに、地域の小学校や保育園にサケ稚魚放流の自然学習の場
を提供することにより、河川愛護の醸成及び自然環境の保全に貢献された。

 諸  葛  川 愛 護 の 会
もろ くず がわ

福島県福島市
平成１０年の設立以来、阿武隈川水系荒川において継続的な荒川クリーン
アップ作戦、水質・水生生物調査の主催等、８年連続水質日本一の荒川の河
川環境保全、河川愛護活動に貢献された。（平成２８年河川協力団体に指定）

ふるさとの川・荒川づくり協議会

福島県郡山市
平成７年の設立以来、阿武隈川水系阿武隈川において継続的な河川敷の
除草、花壇の手入れ、永盛小学校児童との舟下り等、河川愛護活動及び河
川環境学習に貢献された。（平成２７年河川協力団体に指定）

 日  出  山 ア メ ン ボ ウ クラブ
ひ で やま

福島県白河市
平成１８年に福島県、白河市と「うつくしまの川・サポート制度」に調印
以降、阿武隈川の草刈りや清掃等を継続して行い、長年にわたり地域の
河川愛護活動、環境美化に貢献された。

田 町 草 刈 匠 の 会

福島県白河市
平成２０年に福島県、白河市と「うつくしまの川・サポート制度」に調印
以降、阿武隈川の草刈りや清掃等を継続して行い、長年にわたり地域の
河川愛護活動、環境美化に貢献された。

 向  寺 自治会草刈りボランティア隊
むかい でら

茨城県城里町
昭和２４年に河川愛護会を設立以来、塩子三区内を流れている那珂川水系
塩子川において、毎年河川愛護月間である７月に河川敷の雑草、篠、竹、
ゴミなどの除去を行い、地域美化活動の意識高揚に貢献された。

 塩  子 三 区
しお ご
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住　　所功　績　等名　　　称

埼玉県和光市
平成８年に設立以来、越戸川の清掃活動を２０年以上にわたって継続する
とともに、埼玉県の水辺再生事業等行政と連携した活動も展開するなど、
河川の環境保全・美化活動に貢献された。

和 光 自 然 環 境 を 守 る 会

東京都葛飾区
昭和４８年に汚濁した中川の快適な環境を実現するために「中川をきれいにする会」として発足した。その後、他
の川についても活動の対象に加え、「葛飾の川をきれいにする会」と名称を変更した。発足以来、葛飾区内を流
れる身近な川をきれいにしようと、川への関心を高めるイベントや水質調査など、河川環境の保全に貢献された。

葛飾の川をきれいにする会

神奈川県横浜市
平成９年に設立以来、地域住民で、いたち川稲荷森の青葉橋を中心に河
川の清掃活動・除草活動を毎月継続して行い、水辺環境の美化に貢献され
た。

いたち川（稲荷森の水辺）
水 辺 愛 護 会

新潟県新潟市
平成１９年から、昭和大橋〜JR越後線鉄橋間の信濃川右岸（やすらぎ堤）を
含む校区内での清掃活動を継続的に実施し、河川愛護・環境美化に貢献さ
れた。

 上  所 校区コミュニティ協議会
かみ ところ

新潟県新潟市
平成６年以降、総合学習の中で新津川でのサケの稚魚放流と遡上の確認
を継続しており、また、平成１９年以降は新津川沿いに水仙の球根を植栽
する活動を実施するなど、新津川の河川愛護・環境美化に貢献された。

新 潟 市 立 新  津 第 二 小 学 校
にい つ

新潟市三条市
平成１６年に発生した新潟・福島豪雨を契機に平成１９年に発足し、毎年、五十
嵐川下流部の除草及び清掃活動を継続して実施しているほか、河川環境や生
物の調査、堤防法面への植栽を行うなど、河川愛護・環境美化に貢献された。

 五  十  嵐  川 を 愛 す る 会
い か らし がわ

新潟県糸魚川市
平成１３年に設立以来、糸魚川市須沢地区を流れる二級河川八千川において、地区
住民有志により、川底の清掃、草刈り、川の水質調査を毎年継続して取り組み、
地域に環境美化意識も広まり、年々ゴミの量は減少、河川愛護活動に貢献された。

 八  千  川 を 守 る 会
や ち がわ

新潟県十日町
平成１３年に設立以来、主に小学生を対象にした信濃川の水生生物等の観
察会を通じた親水活動や、地域の団体と協力したアレチウリの除草作業
の主催、河川の清掃活動に参加するなどの河川愛護活動に貢献された。

水 辺 の 楽 校 活 用 協 議 会

石川県小松市
平成１６年から市民、学校、企業、団体等約１千名が参加して、一級河川梯川
の河川敷の清掃を年２回行っている。平成３０年に県内初の河川協力団体に指
定されるなど、河川愛護活動に貢献された。（平成３０年河川協力団体に指定）

 梯  川 協 議 会
かけはし がわ

長野県長野市
昭和３７年に設立以来、学校に隣接する保科川堤防の草刈り等の美化活動
を行っており、近年では年２回のPTA作業に生徒も全員参加し、親子や
教職員が協働して河川愛護活動に貢献された。

長野市立若穂中学校 PTA

長野県長野市
昭和４１年に設立以来、地区内の保科川、赤野田川等を沿川各地区が分担
し、毎年約２千人で河川の草刈り、清掃等、約半世紀にわたり活動を続け
るなど、河川愛護活動に貢献された。

若 穂 地 区 河 川 愛 護 会

長野県須坂市
平成５年に設立以来、長年にわたり一級河川百々川において、河川敷内
外の清掃、草刈り及びアレチウリ駆除等の河川愛護活動を実施し、地域
住民の河川環境美化に対する意識高揚に貢献された。

墨 坂 中 学 校 河 川 愛 護 会

長野県伊那市
平成２年に設立以来、地域住民が積極的に河川美化活動を行い、地区を流れる沢
渡川を中心に４月から１１月の月２回河川清掃、護岸の草刈りなどを行うととも
に、小沢川で草刈り、アレチウリ駆除を行うなど、河川環境の保全に貢献された。

小 沢 川 河 川 愛 護 会

長野県中野市
昭和４５年に設立以来、一級河川斑尾川において毎年２回、区民全戸が参
加して河川敷内の清掃のほか、草刈り及びアレチウリ駆除等を実施し、
河川愛護活動に貢献された。

毛 野 川 河 川 愛 護 会

長野県佐久市
昭和４１年に活動開始し、常和区内を流れる田子川には清流の象徴であるホタルやカ
ジカが生息し、河川環境の保全や維持を目的に毎月一斉清掃や草刈りを続けている。
平成１１年の集中豪雨による土石流災害を契機に避難訓練や減災活動にも貢献された。

常 和 区

長野県南相木村
昭和４５年に設立以来、一級河川南相木川及び栗生川において、草刈り、ゴ
ミ拾いや清掃作業など、環境の美化保全活動を継続的に実施し、河川愛
護活動に貢献された。

南 相 木 村 中 島 区

岐阜県関市 
昭和４３年「寺田川ホタルを守る会」を設立以来、ホタルの保護育成と河川環境を守る活動を行
うとともに、平成４年に「関ホタルの会」に改名した以降は、関ホタルの楽校として子供たち
に水辺環境の大切さを伝えるなどの取り組みも合わせて行い、河川愛護活動に貢献された。

関 ホ タ ル の 会

静岡県清水町
昭和５０年に「柿田川自然保護の会」を発足し、昭和６３年に「柿田川みどりのトラス
ト委員会」を設立、外来種の駆除、絶滅危惧種の移植及び繁殖や水生生植物、野鳥
や魚類等の調査をするなどの活動を実施、水環境及び自然環境の保全に貢献された。

柿 田 川 自 然 保 護 の 会 ・
公益財団法人柿田川みどりのトラスト

三重県明和町
平成８年設立以来、清浄なる禊ぎの川として歴史とともに流れてきた祓川（一
級河川櫛田川支川）において、水質調査や小学生の水生生物調査を通じた川と
のふれあい活動、花植えや河畔林の保全清掃等、河川環境の保全に貢献された。

特 定 非 営 利 活 動 法 人
 祓  川 環境美化推進協議会
はらい がわ

鳥取県鳥取市
平成１３年の設立以来、ホタルの生息環境など円護寺川の自然を保護するため、
除草活動や環境整備を行うほか、子供たちに生命の尊さや環境保全の大切さ
を学ぶ機会を提供するなど、地域ぐるみで河川愛護・環境の保全に貢献された。

円 護 寺 ホ タ ル を ま も る 会
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住　　所功　績　等名　　　称

鳥取県米子市
平成１１年に設立以来、米子市内を流れる一級河川日野川において、流域
住民が一体となり清掃活動を行うなど、河川愛護活動や河川環境の保全
に貢献された。

 車  尾 地区環境をよくする会
くず も

島根県松江市
平成１６年度から宍道湖水質汚濁防止対策協議会主催の河川調査に毎年継続して参加し、川
をテーマにした環境学習に力を入れている。また、学んだことを学習発表会などで発表し、
児童や地域住民に川をきれいにすることを呼びかけるなど、河川愛護活動に貢献された。

松 江 市 立 忌  部 小 学 校
いん べ

島根県安来市
平成１８年度から島根県主催の中海流入河川調査に参加し、川をテーマにした環
境学習に力を入れている。また、学習内容を発表会などで発表し、児童や地域
住民に川をきれいにすることを呼びかけるなど、河川愛護活動に貢献された。

安 来 市 立 島  田 小 学 校
しま た

島根県奥出雲町
平成１５年から奥出雲町八川地区を流れる下横田川流域等の清掃活動に取り組むとと
もに、八川小学校及び八川幼児園の自然環境学習の場の整備のため、河川敷等の草刈
り、下横田川に鯉のぼり１５本を設置するなど、河川愛護及び河川美化に貢献された。

 八  川  本  郷 自 治 会
や がわ ほん ごう

愛媛県四国中央市
平成１９年に設立以来、愛媛県の「愛リバー・サポーター」制度に参加し、金生川の
清掃及び美化活動のほか、鮎釣り体験や鮎の試食会、バードウォッチング、近隣小
中学校への出張講座を開催するなど、河川愛護活動や河川環境の保全に貢献された。

 金  生  川 ラ バ ー ズ
きん せい がわ

福岡県直方市
平成１５年に設立以来、「川づくりは人づくり」をテーマに、２千人を超える子供から大学生を対象とした
河川環境教育や防災教育などに取り組んでおり、これらの活動を通じて遠賀川や地元への郷土愛を
育み、ボランティア精神や社会貢献意識の高揚に貢献された。（平成２６年河川協力団体に指定）

特 定 非 営 利 活 動 法 人
 直  方 川 づ く り の 会
のお がた

大分県日田市
平成４年に設立以来、「永遠の水と緑の郷」を目指し、河川環境保全及び河川愛
護の啓発事業「子供環境バスツアー」などの様々な取り組みを住民・行政と一体
となって行い、河川環境の保全に貢献された。（平成２６年河川協力団体に指定）

特 定 非 営 利 活 動 法 人
ひた水環境ネットワークセンター

第５号　河川や水に関する学術的研究又は技術開発に従事し、河川の整備・管理、利用等に役立つ成果をお
さめる功績があった場合

（個人２１）

住　　所功　績　等職　　業氏　　名

北海道札幌市
魚類の専門家として顕著な研究成果をあげられるとともに、北海道地方ダム等管理フォローアップ委
員会の委員、天塩川魚類生息環境保全に関する専門家会議の委員及び石狩川下流の河川水辺の
国勢調査アドバイザー等を長年務めるなど、河川環境の保全、河川等の整備の推進に貢献された。

（ 公 社 ）北 海 道
栽培漁業振興公社
技 術 顧 問

 井  上  　  聰 
いの うえ 　 さとし

宮城県仙台市
底生動物をはじめとする生物生息分野の専門家として顕著な研究成果をあげられるとと
もに、名取川水系河川整備学識者懇談会委員のほか、河川水辺の国勢調査アドバイザーを
務めるなど、名取川水系河川整備計画の策定に尽力され、河川の整備推進に貢献された。

仙 台 大 学
名 誉 教 授 宍  戸  　  勇 

しし ど 　 いさむ

宮城県仙台市
土木環境分野の専門家として顕著な研究成果をあげられるとともに、直轄ダムの東北地方ダム管理フォローアップ委員会
の委員長及び三春ダム、月山ダム、成瀬ダムのモニタリング委員、三春ダム水質対策検討会委員長、浅瀬石川ダム水
質対策検討委員会委員長、白川ダム水質保全対策検討会委員等を務め、ダムの適正管理や事業推進に貢献された。

東 北 大 学
名 誉 教 授 野  池  達  也 

の いけ たつ や

福島県福島市
都市計画分野の専門家として顕著な研究成果をあげられるとともに、直轄ダムの東北地方ダム管理フォロー
アップ委員会委員、三春ダム、摺上川ダムのモニタリング委員、三春ダム水源地域ビジョン策定委員会委員
長、摺上川ダム水源地域ビジョン策定委員会委員長等を務め、ダムの適正管理や事業推進に貢献された。

福 島 大 学
名 誉 教 授 鈴  木  　  浩 

すず き 　 ひろし

福島県郡山市
水理・水工学の専門家として顕著な研究成果をあげられるとともに、福島県内の直轄河川
である阿武隈川において、阿武隈川水系河川整備委員会の委員を務め、また長年「河川水
辺の国勢調査アドバイザー」、「リバードクター」を歴任し、河川事業の推進に貢献された。

日 本 大 学
名 誉 教 授 高  橋  迪  夫 

たか はし みち お

福島県郡山市
土木環境システム分野の専門家として顕著な研究成果をあげられるとともに、直轄ダムの東北地方ダム管理フォローアッ
プ委員会委員、三春ダム、摺上川ダム、長井ダムのモニタリング委員、三春ダム水質対策検討会委員、三春ダム水源地
域ビジョン策定委員会委員、白川ダム水質保全対策委員会委員等を務め、ダムの適正管理や事業推進に貢献された。

日 本 大 学
名 誉 教 授 中  村  玄  正 

なか むら みち まさ

福島県いわき市
水処理工学、環境工学の専門家として顕著な研究成果をあげられるとと
もに、福島県・いわき市環境アドバイザーのほか、夏井川流域の会などの
団体の代表等として、流域全体の河川環境の保全教育活動に貢献された。

福 島 高 専
名 誉 教 授 橋  本  孝  一 

はし もと こう いち

千葉県習志野市
河川と環境の学識者として顕著な研究成果をあげられるとともに、２１世紀の千葉県の河川を
考える会の座長をはじめ、栗山川ほか多数の流域懇談会の委員長や海老川流域水循環再生推
進協議会の顧問などを務められ、千葉県の水環境の改善や河川整備の推進に貢献された。

元千葉工業大学
教 授 高  橋  　  彌 

たか はし 　 わたる

岐阜県各務原市
植生管理・植物生態の専門家として顕著な研究成果をあげられるとともに、新丸山ダ
ム環境調査検討委員会の委員長として、「新丸山ダム事業における自然環境保全への
取り組み」をとりまとめるなど、ダム建設事業に関する環境保全等に貢献された。

（一財）自然学総合研究所
理 事 長 西  條  好  迪 

さい じょう よし みち

三重県四日市市
経済学の専門家として顕著な研究成果をあげられるとともに、中部地方整備局事業評価監視
委員会副委員長を務められたほか、櫛田川流域委員会委員長、三重河川流域委員会副委員長
として河川整備計画の策定に寄与するなど、河川の整備、河川環境の保全に貢献された。

三 重 大 学
名 誉 教 授 渡  邊  悌  爾 

わた なべ てい じ
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三重県伊勢市
歴史学、日本古代史の専門家として顕著な研究成果をあげられるととも
に、櫛田川流域委員会、三重河川流域委員会の委員として、河川整備計画
の策定に寄与するなど、河川の整備、河川環境の保全に貢献された。

皇 學 館 大 学
名 誉 教 授 渡  辺  　  寛 

わた なべ 　 かん

京都府京都市
保全生態学の専門家として顕著な研究成果をあげられるとともに、平成９年から淀川環
境委員会委員を務められ、淀川における河川改修事業による影響評価や環境整備事業に
関して技術的な意見・指導を行うなど、河川環境の保全、河川整備の推進に貢献された。

元 京 都 大 学
理 学 部 講 師 村  上  興  正 

むら かみ おき まさ

鳥取県倉吉市
鳥類・昆虫類に関する専門家として顕著な研究成果をあげられるとともに、一級河川天神川の河川整備
懇談会委員として、河川整備基本方針及び河川整備計画の策定に当たっては、専門的視点から助言
を行うとともに、環境教育・学習アドバイザーとして河川整備の推進及び河川環境の保全に貢献された。

倉 吉 博 物 館
専 門 委 員 國  本  洸  紀 

くに もと ひろ のり

徳島県徳島市
地域経済の専門家として顕著な研究成果をあげられるとともに、徳島県内の経済動向な
どについての研究を活かし、吉野川水系河川整備計画・那賀川水系河川整備計画の策定及
び点検では学識者会議の委員として指導・助言を行うなど、河川整備の推進に貢献された。

元徳島文理大学
総合政策学部長 中  村  昌  宏 

なか むら まさ ひろ

香川県高松市
経済学の専門家として顕著な研究成果をあげられるとともに、四国水問題研究会会
長として四国の水問題に関して、四国地方ダム等管理フォローアップ委員会委員と
してダム管理に関して指導・助言等を行うなど、河川整備の推進に貢献された。

香 川 大 学
名 誉 教 授 井  原  健  雄 

い はら たけ お

愛媛県松山市
経済学の専門家として顕著な研究成果をあげられるとともに、肱川水系
河川整備計画の点検では肱川流域学識者会議の委員として参画、経済学
的視点から助言を行い河川整備の推進に貢献された。

松 山 大 学
元 学 長 青  野  勝  広 

あお の かつ ひろ

愛媛県松山市
動物学、環境科学の専門家として顕著な研究成果をあげられるとともに、四国地方ダム等管
理フォローアップ委員会、河川・渓流環境アドバイザー、重信川流域学識者会議、肱川流域
学識者会議等の委員として専門的視点から助言を行い、河川整備の推進に貢献された。

松山東雲女子大学
名 誉 教 授 石  川  和  男 

いし かわ かず お

愛媛県松山市
考古学の専門家として顕著な研究成果をあげられるとともに、重信川流
域学識者会議及び肱川流域学識者会議の委員として参画、考古学的視点
から助言を行い河川整備の推進に貢献された。

愛 媛 大 学
名 誉 教 授 下  條  信  行 

しも じょう のぶ ゆき

佐賀県佐賀市
地盤工学の専門家として顕著な研究成果をあげられるとともに、六角川技術委員会委員長、松浦川水系
河川整備計画、六角川水系河川整備計画に係る流域委員会及び学識者懇談会の委員長などを務めら
れ、佐賀平野の地盤工学や治水・利水・環境など幅広い分野において河川整備の推進に貢献された。

佐 賀 大 学
名 誉 教 授 三  浦  哲  彦 

み うら のり ひこ

長崎県長与町
水工水理学、自然災害科学の専門家として顕著な研究成果をあげられるとともに、本明川水系河川整備計画に係る
本明川水系流域委員会委員長、本明川ダム事業費等監理委員会委員長、本明川ダム建設事業環境影響評価技
術検討委員会委員などを務められ、治水・利水・環境など幅広い分野において河川整備の推進に貢献された。

長 崎 大 学
名 誉 教 授 野  口  正  人 

の ぐち まさ と

鹿児島県鹿児島市
地球環境科学の専門家として顕著な研究成果をあげられるとともに、肝属川水系河川整備基本方針の
河川整備基本方針検討小委員会専門委員、肝属川清流ルネッサンスⅡ地域協議会委員などを務めら
れ、肝属川水系の計画や水環境改善など幅広い分野において河川整備の推進に貢献された。

鹿 児 島 大 学
名 誉 教 授 坂  元  隼  雄 

さか もと はや お

第６号　河川の利用を通じた産業の振興、地域の活性化等により新しい文化の創造に功績があった場合

（団体４）

住　所功　績　等名　　　称

東京都江戸川区
平成２３年に江戸川総合人生大学の卒業生を中心に発足し、新川あさ市の主催、河
川の清掃活動を通じて、新川の歴史ある水辺を中心とした地域コミュニティの醸
成と地域のシンボルとしての河川のイメージアップなど地域活性化に貢献された。

 新  川 げ ん き 会
しん かわ

奈良県山添村
昭和６２年設立以来、布目ダム周辺において行政機関や地域住民が参加する清掃活動
を実施し、また、水源地域の活性化のための「布目ダム水源地ビジョン」の策定及
び実施により河川愛護活動や河川流域内の合意形成、地域の活性化に貢献された。

布目ダム周辺地域開発協会

山口県宇部市
平成１５年に真締川ダム周辺の環境整備と地域おこしをすることを目的に設立
され、ダム周辺の維持管理及び環境整備を継続する中で、地域資源を活かすイ
ベントを数多く開催する等、ダム周辺の環境保全・地域活性化に貢献された。

特 定 非 営 利 活 動 法 人
共 生 の エ ー ト ス

熊本県阿蘇市
平成８年に設立以来、阿蘇市内を流れる黒川の景観をより良くするため、除草作
業のみならず、沿川約１娃にわたりコスモスの植栽、野菜直売市の開催を行うな
ど、河川愛護活動とともに良好な地域環境の保持、地域活性化に貢献された。

お ご も り 花 公 園


